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個別資料（個別票）各項目の説明 

 

項目 説明 

個別票Ａと個別票Ｂの相違 
 

・個別票Ａは拠出先国際機関に関する説明資料。 

・個別票Ｂは我が国が使途を特定している（イヤマーク）拠

出金等の説明資料。イヤマークしている拠出金等がない国際

機関については，個別票Ｂはなし。 

【個別票Ａ】 

国際機関名（英語略称） 国際機関の和文名称及び英文略称。 

国際機関名（英文名称） 国際機関の英文正式名称。 

国際機関の種別 国連事務局，国連事務局に設けられた信託基金，国連基金・

計画，国連専門機関，国連その他補助機関，その他国際機関

及び非国家間機関の７種別。 
所管官庁担当局課室名 当該国際機関を所管する府省庁名及び部局課室名。 

当該国際機関の本部所在地

・活動目的等の概要 

当該国際機関の本部所在地及び活動目的等の概要。 

当該国際機関の財政 ・当該国際機関の２０１７年会計年度における分担金・義務

的拠出金及び任意拠出金それぞれの総収入及び総支出の金

額。  
・１会計年度の期間 
・会計検査機関の名称（国連会計検査委員会については，構

成国も含む）。 
任意拠出金の上位５ヶ国等 当該国際機関の２０１７年会計年度における任意拠出金の

上位５か国（地域機関，民間企業等の団体を含む）の拠出額

及び拠出割合（％）（当該国際機関の会計年度に基づく）。

なお，我が国のみが拠出している場合，日本が１位，拠出率

は１００％。 
分担金・義務的拠出金の上

位５ヶ国等 

当該国際機関の２０１７年会計年度における分担金・義務的

拠出金の上位５か国（地域機関，民間企業等の団体を含む）

の拠出額及び拠出割合（％）（当該国際機関の会計年度に基

づく）。なお，我が国のみが拠出している場合，日本が１位

，拠出率は１００％。 
我が国による拠出の形態 当該国際機関に対する分担金・義務的拠出金及び任意拠出金

・出資金の各名称及び主管官庁（イヤマーク拠出金等につい

ては個別票Ｂ参照） 
当該国際機関で働く邦人職

員 
当該国際機関に勤務する日本人職員数（国連関係機関につい

ては専門職（Ｐ）レベル以上），うち幹部相当（同Ｄレベル

）以上の人数，当該機関全体の職員数及び日本人職員に占め

る割合。 



 
 

邦人職員が占めている 
幹部ポスト（Ｄポスト以上

） 

当該国際機関における日本人幹部職員（Dレベル以上）のポ

スト名及び氏名等。 

要人往来，政策対話等の実

績（過去３年分） 
直近３年間の政務レベル，局長級等の要人往来及び政策対話

等。 

【個別票Ｂ】 
拠出金・基金の名称 我が国が使途を特定している（イヤマーク）拠出金等の名称

。 
種別 
 

我が国が拠出金全額について使途を特定している場合はイ

ヤマーク，一部の使途を特定している場合は一部イヤマーク

。 
拠出先の国際機関名 
 

当該拠出金等の受け入れ国際機関の和文名称及び英文略称 

所管官庁担当局課室名 当該国際機関を所管する府省庁名及び部局課室名。 

当該任意拠出金の目的・用

途等 
我が国が当該任意拠出金を拠出する目的・理由及びイヤマー

クしている用途等。 

最近３年間の我が国支払額

及び拠出率及びＯＤＡ率 
 

平成２９年度を含む直近３年間の我が国の拠出金等の執行

額（円建ての場合は邦貨額のみ，外貨支払いの場合は邦貨換

算額及び外貨額）及び我が国拠出額におけるＯＤＡ比率。 

当該任意拠出金等の意義，

成果等に関する我が国とし

ての評価 

我が国にとっての当該任意拠出金等の重要性及び拠出目的

に合致する成果を上げているか等に対する我が国の評価。 
 

 


